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No. 
該当 
ページ 委員等 意見 対応案 

１ １ 諏訪氏 

市民球場跡地の整備など、官民連携

の施策が主流となっている中で、中区

の取組の実施に当たっても、地域や企

業と一緒に何ができるのかを考え、そ

の機会がもっと増えていくと一体的

な取組になるため、その点が「⑷ 計

画の推進に当たって」の中にも見えて

くるとよい。 

アクションプランに掲げる各取組を進める

に当たって、産学官民の様々な主体が連携し、

一緒になって取り組んでいくことは重要だと

考えていますので、御意見を踏まえ、「⑷ 計

画の推進に当たって」の文章に、連携等を図る

主体として「学校」を追加したほか、それらの

主体と一緒になって取り組んでいくことを表

すために「協働」の文言を追加しました。さら

に、区内外の様々な主体と連携・協働を図るこ

とを分かりやすく表現するために、文章全体を

修正しました。 

なお、大学生とは、現在、基本方針①-⑴-ア

の「地下街通路を活用したイベントの開催（ま

ちなか活性化ワークショップ）」や基本方針②-

⑵-エの「基町プロジェクトの推進」等の取組

を進める中で連携しているところですが、引き

続き大学生との連携を意識した取組など、今後

の施策展開を検討する際の参考とさせていた

だきます。 

２ １ 諏訪氏 

大学生などのまちなかでの居場所

や、交流が促進できる場などの環境づ

くりが進めば、もっと活気のあるまち

になるのではないか。 

３ ― 
若狭委員 

諏訪氏 

「ウォーカブルなまち」を目指すこ

とは、広島都心部全体に言えることで

はないかと思うが、その点が全く言及

されていない。「ウォーカブルなまち」

に向けた案内サインや休憩できる場

の整備など、中区も本庁と一緒になっ

て取り組んでいただきたい。 

「ウォーカブルなまち」に向けた取組につい

ては、本庁において検討・実施するものであり、

次期アクションプランには掲載しませんが、御

意見を踏まえ、本庁所管課と情報共有しなが

ら、中区として実施可能なことを連携して取り

組んでいきたいと考えています。 

４ ― 高山委員 

海外からの観光客が更に増えるこ

とが予想される中、中区の歓楽街は人

の集積度が高いので、それをうまく活

用できる方法がないか。 

中区の歓楽街に集まる外国人観光客を含む

多くの方にまちなかを回遊してもらうことは、

都心のにぎわいづくりに向けて有効だと考え

ていますので、一石二鳥、一石三鳥を意識しな

がら、主に、基本方針①における今後の施策展

開を検討する際の参考とさせていただきます。 
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No. 
該当 
ページ 委員等 意見 対応案 

５ ― 田中委員 

日本に数か月ほど滞在する外国人

をおもてなしするということを、それ

ぞれの町でＰＲしてもよいのではな

いか。 

それぞれの地域で外国人を含む様々な来訪

者に地域の魅力を感じてもらうための取組を

行うことは重要だと考えていますので、基本方

針①-⑵や基本方針④-⑴の各取組を進める中

で、地域が来訪者への魅力発信という視点を持

って活動するような働きかけを行い、求めに応

じて区も支援を行うなど、今後の施策展開を検

討する際の参考とさせていただきます。 

６ ― 三浦委員 

マンションの建設により若い世帯

が増えたものの、基本的に町内会に入

らない。また、従来から地域づくりを

やってきた方が高齢化しているが、次

の世代が入ってこない。さらには、子

ども会やＰＴＡも加入率が下がって

おり、若い世代が地域づくりに参加し

ないという状況にある。区から町内会

の加入促進チラシをいただいている

が、世の中の流れとして地域コミュニ

ティへの積極的な参加が重要となっ

ていることを、もっと違う形でＰＲし

てほしい。 

町内会・自治会等の地域団体への加入促進だ

けでなく、基本方針④-⑵-アの「広島型地域運

営組織「ひろしまＬＭＯ」の設立・運営」や「「ま

ちネタニュース」の配信」等の取組により、地

域コミュニティの重要性について様々な形で

発信しているところです。特に、地域コミュニ

ティへの参加を若い世代へ呼び掛けていくこ

とが重要で、中区としても今後の課題として認

識しています。主に、基本方針④-⑵において、

若い世代を意識した研修等の企画や情報発信

方法の支援など、様々な手法でコミュニティ参

加への重要性をＰＲできるよう取り組んでい

きたいと考えています。 

７ ― 若狭委員 

商店街を中心とした広島中心部の

防災マップについて、作成して 10 年

ほど経過したので更新を検討してい

ただきたい。（南海トラフ地震の発生

が危惧される中で、まちなかに限らず

地域の防災意識は高くなっているの

で、中区としても対策を検討してほし

い。） 

南海トラフ巨大地震を軸とした自然災害へ

の備えについては、市の防災計画を策定する本

庁所管課と連携しながら、中区としても、基本

方針⑤-⑴-アの「防災訓練の実施」や「講演会、

防災イベントの開催」等の取組を進める中で、

自主防災組織だけでなく区内の防災士や防災

に取り組む企業等と連携して、地域の防災意

識・防災力の向上に取り組んでいきたいと考え

ています。 

 


